
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
提
出

質

問

第

三

六

四

号

食
料
の
安
定
供
給
に
資
す
る
国
営
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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食
料
の
安
定
供
給
に
資
す
る
国
営
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
に
「
農
業
農
村
整
備
事
業
の
必
要
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
五
四
四
号
）
を

提
出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
四
四
号
）
は
、
全
く
農
業
の
現
場
を
直
視
し
て
お
ら
ず
、

日
本
の
農
業
の
将
来
を
も
歯
牙
に
も
か
け
な
い
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
同
年
十
一
月
九
日
に
は
、
「
営
農
・
生
産
の

源
泉
た
る
農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
一
四
三
号
）
を
提
出
し
、
そ
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七

六
第
一
四
三
号
）
に
お
い
て
も
同
様
、
木
で
鼻
を
括
っ
た
答
弁
に
終
始
し
、
期
待
外
れ
を
免
れ
な
か
っ
た
。

多
く
の
食
料
供
給
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
そ
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
べ
く
、
ま
た
主
食
用
米
の
安
定
的

な
供
給
を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
の
都
道
府
県
間
調
整
に
つ
い
て
引
き
受
け
の
努
力
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
幹
水
利
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
機
能
が
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
著
し
く
支

障
を
来
し
、
ひ
い
て
は
施
設
の
維
持
管
理
費
を
圧
迫
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
豊
か
な
環
境
を
維
持
・
保
全
し

て
い
く
た
め
、
機
能
低
下
し
て
い
る
様
々
な
農
業
用
施
設
の
更
新
整
備
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
河
川
流
域
に
お
い
て
は
堰
の
劣
化
・
老
朽
化
が
激
し
く
、
常
に
災
害
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
農
業

農
村
整
備
事
業
、
な
か
ん
ず
く
国
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
農
業
生
産
基
盤
を
整
備

一



す
る
そ
の
性
格
上
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
併
せ
て
治
水
等
の
多
面
的
な
機
能
を
維
持
す
る
上
に
お
い
て
も
、
農

家
の
皆
さ
ん
の
活
力
あ
る
営
農
・
生
産
の
源
泉
で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

多
く
の
食
料
供
給
県
が
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
そ
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す
べ
く
、
ま
た
主
食
用
米
の
安
定
的
な

供
給
を
図
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
三
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
の
都
道
府
県
間
調
整
に
関
す
る
引
き
受
け
の
努
力
を
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
基
幹
水
利
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
機
能
が
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
著
し
く
支
障
を
来
し
、

ひ
い
て
は
施
設
の
維
持
管
理
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
河
川
流
域
に
お
け
る
堰
の
劣
化
・
老
朽
化
が
激
し
く
、
常
に
災
害
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
地
域

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
国
営
事
業
等
の
調
査
・
計
画
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
場
産
業
育
成
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

各
地
元
企
業
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二



五

欧
米
先
進
国
を
俯
瞰
し
て
も
、
災
害
や
不
況
時
に
お
け
る
公
共
事
業
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

六

農
業
農
村
整
備
事
業
及
び
国
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
反

映
さ
せ
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


